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08  チーム紹介

reindeer チームの各々はこれまで、プランナーあるいはエンジニアとしてクラウドコンピューティングを

用いた様々なオンラインサービスの構築業務をおこなってきた。私たちはそこで得た課題認識、解決過程

で得た知見をすべて投じ、本データベースの構築と発展に力を注ぐ決意だ。以下に本プロジェクト主要メ

ンバーのプロフィールを紹介する。少しでもご関心をいただけたなら、ぜひ後述するアクセス先からコンタ

クトしていただきたい。

Shintaro	Hara	/	Founder
システム開発会社の役員として新規事業開発や開発部門のマネジメントを行った後、2011 年に独立開業。Google をテクニカ
ルアドバイザーとした PaaS 活用案件の他、多数のナショナルクライアントや公共機関に対し IaaS 等を用いたオンラインサービ
スの受託開発を行う。先端技術の積極活用が社会の進化とエンジニア個々の自己実現にとって重要と考えており、機械学習や
自然言語／画像処理、地理情報システムなどの導入実績も多数。エンジニア歴は 15 年以上。The Definitive Guide to Plone
日本語版技術監修。クラウドコンピューティング調達難度の上昇という課題、オープンなデザイン流通への取り組みを模索する
中、いち早くブロックチェーンの可能性に気づいた Ikeda の声がけを機に両者の融合こそが最適解と気づく。プロジェクト推進

に長けた Nakamizu を迎え、本プロジェクトを開始。

Yuki	Ikeda	/	Co-Founder
東京大学出身。大学時代は、材料設計の研究を専攻し、物性データベースと第一原理計算、ニューラルネットワークを用いたデー
タサイエンスにより原子炉用最強金属組成を研究。公共財としてのオープンデータ、オープンアクセスの可能性に気づく。2011
年に株式会社リクルートへ入社し、hotpepperBeauty、カーセンサー、リクナビネクストで、エンジニアを経て開発ディレクショ
ンを行う。個人では、ベトナムで Offshore 開発会社を創業。人の持つ知識・知恵といった情報価値の可視化や新しい経済圏
の創出、そして社会課題の解決をブロックチェーン技術を用いて実現できると考え、Hara へ声掛けしプロジェクトを開始

Toshihisa	Nakamizu	/	Co-Founder
大学卒業後、ソフトウェア会社にてシステムエンジニアとして大規模案件に関わった後、面白法人カヤックにてプロジェクトマ
ネジメント業務に従事。ナショナルクライアントの WEB プロモーションを中心に多数のプロジェクトを経験。面白法人カヤック
退職後、株式会社 COMPASS を立ち上げる。

「小さな不便を少しだけ便利にしたい。」をコンセプトに、レストラン、幼稚園、老人ホーム、近所の八百屋さん。生活のなか
にあふれている身近なものを便利にしていくアプリを開発中。同時期に LIG にチームビルディングとして参画。制作チームの統
括としてチームビルディング、組織づくりを担当する。約 2 年間 LIG に籍を置いた後、自社に戻り大小様々な案件のプロジェク

トマネジャーに携わる。

Shogo	Tsuruda	/	Designer
早稲田大学中退後、EC サイトの制作・運営を中心とした企業へ入社し、デザイナーとして従事。その後、株式会社アイ・エム・
ジェイへ転職し、多数のナショナルクライアントのウェブサイト制作を経験。2016 年に独立し、合同会社スターラクシアを設立。
ナショナルクライアントからベンチャー企業まで、様々なジャンルのウェブ、UI デザイナーとして活動中。
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Hidetoshi	Nakano	/	Legal	adviser
早稲田大学　政治経済学部　卒業
グローウィル国際法律事務所　代表弁護士
みらいチャレンジ株式会社　代表取締役
SAMURAI　INNOVATIONPTE.Ltd（シンガポール法人） CEO
大学時代、システム開発・ウェブサービス事業を起業した経験を生かし、ＩＴ企業に特化した弁護士として活動。
仮想通貨の法律についても熟知している数少ない弁護士。

なお主要メンバーが日本人であることで、本プロジェクトには次の優位性があると考えている。第一に世

界最大のトークン流通マーケット [3] （2018 年 3 月時点で JPY の Bitcoin 取り扱い高は最も多い 43%、2

位は USD の 31%）に近いため、トークン流通をめぐる社会動向や法規制への素早い反応が可能だ。第二

に言語的マイノリティーにとってのサービス利用課題を、日本語コミュニティーから不断に吸収できる。特

にデータベースの世界展開、特により効果的な情報表現／探索手段である自然言語処理を用いたシステム

提供を行おうとするとき、言語的マイノリティーが持つ課題感の理解は重要だ。日本語は 1 言語に過ぎな

いが、少なくとも幾多のマイノリティーの存在、それらに対する取り組みの重要性を日常的に意識させてく

れるという点で、日本語コミュニティーには貴重な学びがある。
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09  最後に  

私たちはクラウド設計というオープンデータが変えていく未来の豊かさや人々の幸せに思いを馳せつつ、

ここで本プロジェクトをご紹介するチャンスを頂けたことにとても興奮している。私たちがまず実現したい

のは、エンジニア・プランナーといったスペシャリスト達の創造活動の支援だ。そして究極を言えば、誰も

が夢に見たことを創造できる社会、つくり手になれる社会を実現したい。reindeer という名前には、皆さ

んと一緒に「毎日をクリスマスのように♪」したいという願いが込められている。私たちは今後も以下メディ

アを通じて本プロジェクトの進捗をお伝えしていくが、少しでもご関心をいただけたら、お気軽に声をかけ

てほしい。可能な限りすべてのご質問にお応えしたいと考えている。私たちが信じるよりよい世界の実現に

向け、まずは皆さまと会話ができることを楽しみにしつつ、本書を締めくくる。

website https://reindeer.tech/ja/index.html

telegram   https://t.me/joinchat/Hxd2OhLhColSfF-oRB8Thw

twitter   https://twitter.com/reindeer_press  

medium   https://medium.com/reindeer-project

github   https://github.com/reindeer-project

trello   https://trello.com/b/6shgb1LB/reindeer-project

[1]: https://www.upguard.com/breaches/cloud-leak-alteryx
[2]: https://www.upguard.com/breaches/cloud-leak-inscom
[3]: https://www.cryptocompare.com


